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は
じ
め
に

精
子
と
卵
子
の
結
合
に
よ
り
、
人
間
で
あ
る
知
的
要
素
が
生
成
さ
れ
る
。
こ
の
子
種
に
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
遺
伝
情
報
が
依
存
さ
れ
、
時
間

と
共
に
成
長
し
、
精
神
的
に
も
進
歩
の
旅
を
始
め
る
。
母
体
よ
り
表
出
さ
れ
た
乳
児
は
、
こ
の
世
に
唯
一
無
二
の
存
在
と
し
て
誕
生

し
て
、
無
限
の
体
験
と
葛
藤
の
狭
間
で
自
ら
と
言
う
「
自
分
」
を
創
り
出
す
。

人
は
、
何
故
に
生
ま
れ
…
…
何
故
に
生
き
…
…
何
処
へ
ゆ
こ
う
と
し
て
い
る
の
か
…
…
そ
し
て
到
達
す
る
そ
の
位
置
は
…
…

哲
学
的
問
い
が
、
人
生
に
は
つ
き
ま
と
う
。
幼
い
頃
に
見
た
夜
空
は
、
神
秘
に
満
ち
、
夢
と
ロ
マ
ン
に
満
ち
て
い
た
。「
あ
の
煌

め
く
星
に
は
、
何
が
あ
る
の
か
？
何
故
、
煌
め
い
て
い
る
の
か
？
い
つ
か
ゆ
け
る
の
か
？
」
こ
ん
な
想
像
力
が
、
人
生
そ
の
も
の
を

希
望
へ
と
導
い
て
い
た
の
だ
ろ
う
と
思
う
。
そ
れ
が
今
は
、
人
工
衛
星
を
含
め
て
宇
宙
に
進
出
し
出
し
て
い
る
。
夢
が
現
実
に
な
っ

た
瞬
間
で
あ
る
。
次
な
る
夢
は
、
何
で
あ
ろ
う
か
？
今
の
子
供
達
に
、
本
当
に
夢
は
、
ロ
マ
ン
は
在
る
の
か
と
、
問
い
た
く
な
る
。

宗
教
は
人
間
の
心
の
在
り
方
を
説
き
、
哲
学
は
人
生
の
在
り
方
を
説
き
、
科
学
は
物
の
道
理
と
自
然
の
道
理
を
説
き
、
経
済
学
は

社
会
の
発
展
と
生
活
の
豊
か
さ
を
説
き
、
医
学
は
病
理
学
を
中
心
に
症
状
改
善
に
力
を
注
ぎ
込
ん
で
い
る
。
心
理
学
は
、
過
去
の
経

験
を
中
心
に
古
典
力
学
的
解
釈
で
心
を
分
析
し
て
い
る
。
科
学
的
技
術
革
新
は
飛
躍
的
進
歩
を
遂
げ
た
が
、
心
理
的
技
術
革
新
、
精

神
的
技
術
革
新
は
、
遅
延
し
て
い
る
と
し
か
思
え
な
い
。

そ
の
根
拠
は
「
犯
罪
の
低
年
齢
化
」「
精
神
的
ト
ラ
ブ
ル
の
増
加
」「
若
年
層
の
礼
節
の
欠
如
」「
生
き
甲
斐
の
創
造
の
混
迷
」
挙

げ
れ
ば
き
り
が
な
い
状
態
で
あ
る
。「
温
故
知
新
」
な
ら
ぬ
「
温
故
創
新
」
が
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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あ
な
た
は
何
故
生
き
る
の
か
？
何
ゆ
え
に
生
ま
れ
た
の
か
？
確
信
在
る
生
き
方
は
？
と
質
問
さ
れ
て
何
と
答
え
る
だ
ろ
う
か
。

今
こ
そ
、
本
質
的
な
生
命
尊
厳
学
が
必
要
と
さ
れ
る
時
代
が
到
来
し
た
と
和
多
志
は
感
じ
て
い
る
。

こ
の
書
を
残
す
に
あ
た
り
、
大
き
な
「
き
っ
か
け
」
と
な
っ
た
の
は
、
和
多
志
が
四
七
才
の
五
月
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
、

父
親
の
墓
参
り
に
行
っ
た
事
で
あ
る
。
そ
の
日
は
、
と
て
も
穏
や
か
な
空
が
全
身
を
包
ん
で
い
た
。
墓
石
を
磨
き
な
が
ら
ふ
と
声
が

聞
こ
え
た
様
な
気
が
し
た
の
で
あ
る
。

「
本
当
の
事
、
真
実
を
、
真
理
を
、
書
き
示
せ
」
和
多
志
に
は
、
そ
う
聞
こ
え
た
…
…
。

そ
れ
は
、
和
多
志
の
自
己
の
声
に
他
な
ら
な
い
こ
と
は
十
分
分
か
っ
て
い
る
が
、
和
多
志
に
は
「
聞
こ
え
た
」
の
で
あ
る
。
自
分

に
正
直
に
生
き
る
事
が
父
親
の
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
事
も
あ
り
、
和
多
志
の
研
究
を
一
人
で
も
多
く
の
人
に
読
ん
で
、
書
き
写
し
て
、

声
に
出
し
て
感
じ
て
欲
し
く
て
書
き
出
し
た
。
人
類
的
発
想
に
立
ち
、
千
年
先
の
子
供
達
に
残
せ
る
も
の
は
、
こ
れ
を
テ
ー
マ
に
あ

り
の
ま
ま
を
書
き
綴
り
た
い
一
心
で
、
ペ
ン
を
走
ら
せ
た
。
人
間
の
有
す
る
意
識
の
量
子
解
釈
を
中
心
に
そ
れ
を
ど
う
活
か
す
か
、

無
意
識
に
秘
め
ら
れ
た
真
実
の
法
則
と
目
的
を
探
求
し
こ
れ
か
ら
の
生
き
る
指
針
に
な
れ
ば
、
幸
い
で
あ
る
。
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共
鳴
同
化

Center　
one's　

efforts　

upon　

one's　

everyday　

learning 

　

～
生
活
の
中
心
に
学
習
を
置
く
事
～

個
人
に
於
け
る
意
識
の
持
ち
方
は
、
本
質
的
な
固
有
波
デ
ー
タ
に
基
準
が
置
か
れ
て
い
る
。

そ
の
基
準
値
は
感
受
性
、
知
性
、
論
理
性
の
複
合
値
で
あ
る
。
こ
の
デ
ー
タ
は
フ
ー
リ
エ
変
換
さ
れ
た
時
間
の
タ
タ
ミ
込
み
で
あ

る
為
、
そ
の
影
響
は
固
有
波
デ
ー
タ
の
強
度
分
布
に
比
例
さ
れ
る
。

だ
が
、
空
間
中
の
全
デ
ー
タ
は
、
プ
ラ
ン
ク
長
レ
ベ
ル
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
目
的
が
持
つ
意
思
的
周
波
数
の
共
鳴
で
あ
る
。
意
思
的

周
波
数
に
は
、
生
命
を
創
出
さ
せ
、
又
生
命
を
生
存
さ
せ
続
け
る
周
波
数
が
存
在
す
る
。

「
ア
ル
タ
ー
ド
ス
テ
ー
ツ
・
オ
ブ
・
コ
ン
シ
ャ
ス
ネ
ス
」
変
性
意
識
に
他
な
ら
な
い
。

７
・
８
Ｈ
ｚ
～
10
・
８
Ｈ
ｚ
領
域
に
全
体
か
ら
個
、
又
個
か
ら
全
体
に
還
元
す
る
作
用
量
子
が
存
在
す
る
事
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
来

た
。宇

宙
全
体
を
構
成
す
る
極
小
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
「
創
造
の
意
思
」
は
、
何
ら
か
の
計
画
と
実
行
に
よ
り
、
外
形
を
持
つ
生
命

体
に
同
化
し
、
進
化
的
高
密
度
へ
向
か
い
、
完
全
化
を
意
思
と
す
る
。
所
謂
、
計
画
と
実
行
の
完
全
化
の
自
由
化
を
本
質
的
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
し
た
。

当
然
の
事
な
が
ら
、
進
化
の
過
程
に
は
成
長
の
因
子
と
し
て
、
情
報
の
体
験
に
お
け
る
包
括
的
経
験
の
解
釈
が
一
つ
の
基
準
と
な

る
が
、
そ
の
基
準
値
が
普
遍
的
価
値
で
あ
る
事
が
、
絶
対
条
件
と
な
る
。

人
間
と
い
う
生
命
体
は
、
模
範
に
な
る
モ
デ
ル
が
必
要
と
な
る
。
一
つ
の
モ
デ
ル
を
学
習
す
る
事
で
脳
の
中
枢
に
イ
ン
パ
ル
ス
が


